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復興に向けて歩み続ける岩手県の今を紹介します
平成 23年 3月 11日に東日本大震災津波が発生しました。
発災以来、国内外から多くの温かい励ましや御支援をいた
だいております。心から感謝申し上げ､この「つながり」を
大切にしていきたいと思います。
復興に向けて歩み続ける岩手の今を紹介します。

ラグビーワールドカップ 2019™岩手・釜石開催

表彰式の様子

　10月 12日（土）からの台風第
19号により、県内では 3名が死亡、
7名が重軽傷を負ったほか、宮古市、
久慈市を中心に 2,486 棟もの住宅
が損壊や浸水などの被害を受けてい
ます。
　道路や河川などの公共土木施設、
農林水産や商工関係など、被害総額
は 373億円余りに上っています。
　今年 3月に全線開通した三陸鉄道
は、路盤・盛土の流出、のり面崩壊、
土砂の流入等により、線路 77箇所、
電力信号通信 16箇所が被災し、釜
石－宮古間、 田老－久慈間で運転を
見合わせています（代行バスを運行）。
順次、復旧工事を進め、一部区間か
ら運行を再開していく予定ですが、
全面復旧には相当期間を要する見込
みとなっています。

　岩手県では、11月 12日（火）に
「台風災害復旧復興推進室」を新たに
設置し、台風被害からの復旧復興に
向けた体制強化を図り、今回被害の
大きかった普代村には、職員を駐在
させて対応に当たっています。
　県内の被災状況の把握をはじめ、
被災者の生活支援、農林水産業や観
光振興の再生を進め、1日も早い復
旧・復興に取り組みます。
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令和元年台風第19号の被害状況

（死傷者数を除き被害状況はすべて
 令和元年 11月 11日（月）15時現在）

台風第 19号の被害状況・対応状況
岩手防災情報ポータル

岩手県内の道路情報
岩手県道路情報提供サービス

令和元年台風第 19号に伴う大雨・暴風等により岩手県内で被災された
方々を支援するための義援金を受け付けております。

問い合わせ：岩手県保健福祉部保健福祉企画室　電話番号：019-629-5408

＜岩手銀行本店＞　
口座番号：普通預金 0500445
口  座  名：日本赤十字社岩手県支部 支部長 達増拓也

日本赤十字社岩手県支部の受付 岩手県共同募金会の受付
＜岩手銀行本店＞　
口座番号：普通預金 2292155
口  座  名：社会福祉法人岩手県共同募金会
　　　　　令和元年台風第 19号災害義援金 会長 長山洋

令和元年台風第 19号に係る災害義援金の募集について
受付：令和 2年 3月 31日まで

詳細は県ホームページを
御確認ください。

　11月３日 ( 日 ) に都内で開催され
たワールドラグビーの年間表彰式で
は、釜石市が大震災からの復興を通
じてラグビーの価値を高めたとして
「アワード・フォー・キャラクター」
を受賞しました。

　10月 13日 ( 日 ) 釜石鵜住居復興
スタジアムで開催予定だったラグビ
ーワールドカップ 2019™のナミビ
ア対カナダ戦が、台風第 19号の影
響により中止となりました。試合中
止の決定を受けて、カナダ代表チー
ムの選手やスタッフが釜石市内で災
害ボランティアとして住宅地に流れ
込んだ土砂の掃除や濡れた家財道具
の運び出しを行いました。このこと
が、国内外のメディアで大きく取り
上げられ、ラグビーワールドカップ
を釜石市で開催する意義についても

広く発信されました。
　また、ナミビア代表チームも同日
に「市民を元気づける活動がしたい」
とキャンプ地である宮古市に申し出
て、急遽、宮古駅等で市民との交流
を行いました。

被害の大きかった普代村の様子 盛土が流出した三陸鉄道の線路（山田町）

公共土木施設
農林水産業
商工、観光施設
公立学校等
総額

261億 2,900 万円
93億 2,674 万円
15億 8,593 万円
2億 7,753 万円

373億 1,920 万円

分野別被害額

ボランティア活動をするカナダ代表

釜石市
KAMAISHI MIYAKO

宮古市



　「東日本大震災津波伝承館」（愛称：「いわて TSUNA
MI（つなみ） メモリアル）」には９月 22 日（日）のオ
ープン以後、連日、国内外から多くの皆様に御来館いた
だいており、11月 17日（日）時点で来館者数が７万人
を超えました。
　また、館内に設置するデジタルメッセージボードは、
専用の端末に書いたメッセージがその場で投影される仕
組みになっており、来館者から被災地に向けた励ましの
言葉や、未来に向かう決意の言葉などが数多く寄せられ
ています。
　伝承館では、来館された皆様の思いも受け止めながら、
今後も、東日本大震災津波の事実と教訓を世界中に、そ
して、未来に向けて発信していきます。

挨拶をする達増知事

陸前高田市
RIKUZENTAKATA

　11月 16日（土）、令和元年度第１回「いわて復興未
来塾」が、陸前高田市で開催され、県内外から約 150人
が参加しました。
　達増知事による挨拶の後、徳山日出男氏（政策研究大
学院大学客員教授）が、「教訓が、いのちを救う―被災
地の復興と伝承―」と題して基調講演を行いました。
　徳山氏は、過去の自然災害を例示しながら、世界にお
ける日本の自然災害のリスクの大きさなどを説明し、ま
た、一般財団法人 3.11 伝承ロード推進機構の取組を紹
介しながら、各震災伝承施設をネットワーク化すること
で、防災や減災、津波などに関する「学び」や「備え」
の重要性を訴えました。
　後半では、「思いを伝え、つなぐ。未来のための伝承
・発信」をテーマに、菅野真美恵氏（FMねまらいんパ

ーソナリティー）によるコーディネートのもと、パネル
ディスカッションが行われました。
　山﨑麻里子氏（中越メモリアル回廊アンバサダー）、
越戸浩貴氏（一般社団法人マルゴト陸前高田理事）、佐
藤克美氏（気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館館長）の
３名が、伝承活動と地域づくりの取組について紹介しま
した。
　当日は実際に震災伝承施設を利用した参加者からも御
意見をいただき、今後の伝承施設の利活用の促進につい
て意見が交わされました。
　パネルディスカッションの最後には、徳山氏から震災
の教訓を自分ごと化して考えることの重要性についてコ
メントをいただくなど、今後の伝承・発信のあり方につ
いて理解を深める機会となりました。

令和元年度第１回「いわて復興未来塾」開催

世界へ、未来へ、「いわてTSUNAMI メモリアル」
つ　　な　　み

東日本大震災津波の事実と教訓を伝える施設「東日本大震災津波伝承館」
（愛称：「いわてTSUNAMI（つなみ）メモリアル」を紹介します。

今こうして何不自由なく過ごしていることが当
たり前と思わずに、１日１日大切にしようと思
った。これからも復興活動、めっちゃ頑張って
ほしいと思ったし、ボランティアとかあったら
参加したいと思った。

大切な人を守る為の知識と経験をもらいました。
必ず、守り抜きますから。

＜デジタルメッセージボードから＞

真剣な表情で展示に見入る高校生 復旧・復興活動の展示を見る子ども

徳山氏による基調講演 パネルディスカッションの様子



さんりくイベント情報

陸前高田市
RIKUZENTAKATA

「いわて三陸復興フォーラム in 神奈川」

　10月 18日（金）から 20日（日）、釜石市の尾崎神
社祭典と日本製鉄釜石製鉄所の守護神社である山神社祭
典の合同祭「釜石まつり」（主催：同実行委員会）が､開
催されました。
　19日（土）には､祭りの目玉となる虎舞や神楽を乗せ
た漁船が大漁旗をなびかせて釜石港内をパレードする｢曳
き船まつり」が予定されていましたが､残念ながら悪天候
のため中止となりました。
　最終日には、尾崎神社の巨大な「六角神輿（みこし）」
が 9年ぶりにお披露目され、御神体を乗せた神輿が中心
市街地を練り歩き、沿道に集まった市民を元気づけまし
た。
　神輿の渡御（とぎょ）ルートは、東日本大震災津波で
被災し、道路工事等の影響で足場が悪かったため、昨年
までは「曳き船まつり」で使用されていた小さな神輿を
使用していました。この度、安全が確保されたことから､
300 年以上の歴史を誇る「六角神輿」が復活しました。

復活した「六角神輿」（写真提供：釜石市）

野田村漁業協同組合
☎ 0194-78-2171

年に一度の「岩手野田村荒海ホタテ」の大直売会です。
岩手県の海産物でGI 制度（地理的表示保護制度）に
初登録された「岩手野田村荒海ホタテ」を購入できる
ほか、地元水産物の販売などが行われる野田村の冬の
恒例イベントです。
また、各種出展ブースも設けられ、今が旬の地元の新
鮮な魚介類なども購入できます。

野田ホタテまつり

ラグビーワールドカップ 2019™開催後も、釜石から
感謝の心と復興の歩みを伝え続ける場として、食と音
楽、対話と伝承をテーマに開催します。
ライブステージや郷土芸能の披露のほか、地産地消の
飲食物販などが行われます。

ひとつの街
「鵜住居トライステーション
フェスティバル ～食･音･里～」
場所▶うのすまい・トモス

ひとつの街実行委員会
（いのちをつなぐ未来館内）
☎ 0193-27-5666

問い合わせ

12/1
日

12/1
日

「社会資本の復旧・復興ロードマップ」
における復興事業の状況

構井田地区災害公営住宅（一関市） 門の浜漁港海岸（大船渡市）

■日　時：12月７日（土）13：00～ 15：30
■会　場：ホテルプラム（神奈川県横浜市西区北幸 2-9-1）
■プログラム
【第 1部】知事対談
　テーマ：「東日本大震災津波を教訓とした防災・復興の取組」
　　　　　　達増拓也岩手県知事・黒岩祐治神奈川県知事
【第 2部】パネルディスカッション
　テーマ：「防災力の向上～東日本大震災津波を教訓に～」
　　　　　津軽石 昭彦 氏（関東学院大学法学部教授）　
　　　　　眞瀬 智彦 氏（岩手医科大学医学部教授）
　　　　　中島 正弘 氏（ＵＲ都市機構理事長）
　　　　　鹿島 美織 氏（こども防災協会代表）
【クロージング】
　岩手県を継続的に支援いただいている川崎フロンターレによる
被災地へのエールや選手のサイン入りグッズ抽選会を開催します。

■問い合わせ：いわて三陸復興フォーラム事務局
　　　　　　　☎ 022-352-8850（9：00～ 17：00平日のみ）

場所▶野田漁港特設会場

釡石まつりで
９年ぶりに「六角神輿」復活

釡石市
KAMAISHI

■申し込み方法
　参加をご希望の方は、WEBまたは FAXにてお申し込み下さい。
　WEB：http://bit.ly/32tzEvy　FAX：050-3383-4039

問い合わせ
＊完売となる場合もありますので、ご了承ください。

　大槌町が同町赤浜地区に整備していた赤浜①団地災害
公営住宅７戸が、11月に完成しました。これにより、県
内沿岸部の災害公営住宅の全戸 5,550 戸の整備が完了し、
暮らしの再建に向けた取組が進んでいます。また、内陸
部でも､構井田地区災害公営住宅（一関市）13戸が８月
に完成し、内陸部に避難した被災者の居住の安定を図る
ための整備も進んでいます。
　海岸保全施設については、門の浜漁港海岸（大船渡市）
の防潮堤 1.6kmの整備が完了し、安心・安全なまちづ
くりも着実に進んでいます。
　岩手県では、年に２回、「社会資本の復旧･復興ロード
マップ」を公表しています。復旧・復興事業の進捗状況
についての詳細は県ホームページを御確認ください。

来場者には
岩手の県産品を
プレゼント！

社会資本の復旧・復興ロードマップ

赤浜①団地災害公営住宅（大槌町）



盛岡市

花巻市

宮古市

釡石市
大槌町

★

　「地方に目が向けられることが多くなってい
ると思います。山を生活に活用していけるとい
うことを岩泉から全国に発信していければ、新
しい人材を呼び込めたり、観光客も呼び込める
と思います。」と地域の可能性を語る中軽米さん
は、「町外からその地域に来て何かをしたいと
思う熱意と、それを受け止める地元の人たちの
理解、双方がマッチすれば面白いことが生まれ
ると思います。片方が熱くて片方が冷めている
のではなくて、どちらも熱くなれれば良い相乗
効果になり、地域は面白くなっていくと思いま
す。」とこれからの地域づくりに思いを込めま
す。

いわて震災津波アーカイブ～希望～

いわて震災津波アーカイブ 検索

いわて復興だより 第 155号　令和元年 11月 22日発行　企画・発行：岩手県復興局復興推進課　☎ 019-629-6945
編集・印刷：シナプス

【次回のいわて復興だよりについて】次回は令和元年 12月 20日の発行を予定しています。

いわて復興だより Web
一部ニュース、いわてさんりくびとを
動画で紹介しています。
ビジュアル豊富なWebもご覧ください。

約 24万点の資料を検索・閲覧できます。

　連載「いわてさんりくびと」では､被災地・三陸
の復興に向け、熱い想いを持ち、活躍する方々を紹
介していきます。
　第 100回は､中軽米 一輝さんを紹介します。

広い森林を活用して、
新しい価値を創る !!

岩泉町地域づくり支援協議会
復興支援員

中軽米 一輝 さん
（なかかるまい かずき）

双方の熱意で地域を面白く

資源を活用した地域づくりにチャレンジ

空間に人が入れるようにデザインすることで、
観光やレクリエーション、アウトドアなど､“楽
しめる山” になれば新しいものが生まれると思
います。」と、これまでの経験を生かした発想
で、中軽米さんは地域の活性化にチャレンジし
ています。

被害状況等の詳細
義援金・寄付金の募集等 いわて防災情報ポータル 検索

岩手県の被害状況 令和元年10月 31日現在

▶人的被害　死者（直接死）：4,674 人　行方不明者：1,113 人
　　　　　　死者（関連死）：469人
▶建物被害（住家のみ、全半壊）　26,079 棟

皆さんのご支援、ありがとうございます

※ 被災したこどもたちが勉強やスポーツ等に励めるよう「くらし」「まなび」
　 の支援に使われます。

▶義援金受付状況　約 187億 1,350 万円（97,015 件）
▶寄付金受付状況　約 200億 3,728 万円（9,217 件）
▶いわての学び希望基金（※）受付状況　約 99億 3,172 万円（23,723 件）

令和元年 10月 31日現在

「鮭まつり」各地で開催ぶらり三陸

PROFILE
　八幡平市出身。高校卒業後、関西の大学に進学
し関西で就職する。
　平成 27年７月から復興支援員として岩泉町に
着任し、山林を活用した地域づくりに取り組む。

　本州一の鮭の水揚げ高を誇る岩手県の初冬の風物詩「鮭まつり」が、沿岸各地と盛岡市で開催
されます。

　鮭を塩漬けにして作る「新巻鮭」は、三陸を代表する伝統的な食品です。大槌町が発祥の地と言われており、地域の食文化とし
て受け継がれています。
　「鮭まつり」では、新巻鮭の販売が行われるほか、
郷土色豊かな鮭料理を味わうことができます。

久慈市

過去の鮭まつりの様子

【岩手の鮭まつり＆岩手の海産物まつり】
■日時：12月 14日（土）～ 15日（日）
■場所：もりおか歴史文化館前広場
■問い合わせ：岩手の鮭まつり実行委員会（岩手県漁業協同組合連合会）
　　　　　　　☎ 019-623-8141

　中軽米さんは、自分のやりたいことを見極め
るため、全国でいろいろな経験を積み、八幡平
市に戻り、庭師として働いていたところ、岩泉
町で、“資源を使って町おこしをする” という募
集があり、応募しました。
　「岩泉町の豊富な森林を活用し、何か地域の
ためになる面白いことがしたいと思い移住しま
した。」と中軽米さんは当時を振り返ります。
　「木を生産する林業と庭師の空間デザインを融
合させたいと考えています。伐採でできた山の

【山田の鮭まつり】
■日時：12月 8日（日）
■場所：山田魚市場特設会場
■問い合わせ：山田町水産商工課　☎ 0193-82-3111
【おおつち鮭まつり】
■日時：12月 8日（日）
■場所：大槌町文化交流センター「おしゃっち」
■問い合わせ：大槌町観光交流協会　☎ 0193-42-5121

★
★

山田町

山田町
YAMADA

大槌町
OTSUCHI

盛岡市
MORIOKA

＊漁獲状況等により内容が変更になる場合があります。


